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1. ポリシーを使用したスマートライセンシングとは?

Smart Licensing Using Policy（SLP）はスマートライセンスの進化版です。

ポリシーを使用したスマートライセンシングにより、お客様のデイゼロ運用が簡素化さ

れます。製品は評価モードで起動せず、製品ソフトウェアごとの登録は不要で、30日ご
とにCiscoCloudと継続的に通信する必要はありません。ただし、ライセンス使用の遵守
にはソフトウェアレポートが必要です。次の方法でレポートを実行できます。

•シスコの工場から。すべての新規購入が注文のスマートアカウントを含む場合

• Smart Software Manager（SSM）オンプレミス（バージョン XXXX）

• Cisco Smart License Utility（CSLU） Lite - Windowsアプリケーション

•サードパーティシステム用の API/CLI経由

•スマートアカウントに直接

2. Smart Licensing Using Policyは、どのプラットフォームとソフトウェアリリースでサポー
トされますか。

ポリシーリリース 10.2（1）Fを使用したスマートライセンシングは、Cisco Nexus 9000
および3000プラットフォームスイッチをサポートします。強制ライセンスとエクスポー
トライセンスは、Cisco Nexus9000プラットフォームスイッチではサポートされていま
せん。

ポリシーを使用したスマートライセンシング FAQ
1



3. スマートライセンシングとポリシーを使用したスマートライセンシングの主な違いは何

ですか。

スマートライセンスポリシーを使用したスマートライセンス

登録なし、評価モードなし必須評価モード

適用されていないライセンスの変更は可能

ですが、レポートが必要です

ソフトウェアの遵守のためにデバイスごと

に実行する CSSMまたは SSMオンプレミ
スへのデイゼロ登録

変更時のレポートポリシーとお客様固有レ

ポートポリシー

30日ごとの継続的なライセンスレポート

ソフトウェアの遵守は変更時にのみ管理さ

れ、SWを支援する自動化ツールが提供さ
れます

ソフトウェアの遵守は、使用前の製品ごと

のアクティビティ要件です

4. Cisco NX-OSリリース 10.1（2）と Cisco Nexusリリース 10.2（1）Fの CSSMの違いは何
ですか。

CSSMでは、ユーザーは使用前にデバイスを登録する必要がなくなります。ただし、自
動レポートを設定するには、シスコツール、APIレポート、または CSSMへの信頼でき
る接続を使用する製品からの直接接続を使用できます。または、[レポート（Reporting）]
タブと [使用状況データファイル（Usage Data Files）]タブの [使用状況データのアップ
ロード（Upload Usage Data）]ボタンを使用して、ソフトウェア使用記録（RUMレポー
ト）を CSSMに直接手動でアップロードできます。ソフトウェア使用 RUMレポートを
送信するには、アクティブなスマートアカウントが必要です。

5. レポートはどれほどの頻度で必要ですか。

•レポートは、ソフトウェアの使用に変更があった場合にのみ、90日以内に必要とな
ります。

•継続的なレポート頻度：365日

•非強制/非輸出、最初のレポートは 90日以内に必要です。

6. Cisco Smart SoftwareManager（CSSM）に接続するためにサポートされているトポロジは
何ですか。

サポートされているトポロジは次のとおりです。

トポロジ 1: CSLUを介して CSSMに接続

図 1 :
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トポロジ 2: CSSMに直接接続

図 2 :

トポロジ 3：SSMオンプレミスを介して CSSMに接続

図 3 :

トポロジ 4: CSLUは CSSMから切断

図 4 :

トポロジ 5: CSSMへの接続なし、CSLUなし
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図 5 :

トポロジ 6：SSMオンプレミスは CSSMから切断

図 6 :

7. お客様は、どのようにソフトウェア使用状況を報告しますか。

Cisco Smart LicensingUsing Policyには、ソフトウェアの使用状況をレポートするための、
オンラインモードとオフラインモードを使用するさまざまなレポートオプションが用意

されています。

•オフラインまたは直接接続モードのスイッチから。

• Cisco Smart License Utility（CSLU）Lite - Windowsアプリケーション

• SSMオンプレミス

• API経由で CSSMに直接接続

8. お客様はトラストトークンをインストールする必要がありますか。

いいえ。お客様が CSSMへの直接接続を使用していない限り、1回ごとに信頼できる情
報交換が確立されます。

9. お客様が、レガシーライセンスから、またはスマートライセンシングから-輸出管理対
象外ソフトウェアのポリシーを使用したスマートライセンシングにアップグレードする

とどうなりますか。

お客様がPAK（製品アクティベーションキーなどのレガシーライセンスから、またはSl
（スマートライセンシング）からポリシーを使用したスマートライセンシングにアップ

グレードする場合、運用上の変更はありません。すべてのキーはアップグレード中も保

持されます。

PAKは自動的にスマートタグに変換され、移行後に SA/VAに保管されます。
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トランスポートモードがオフの場合、PAKベースのライセンス変換をサポートするために、
SLPへの移行から 1時間後に最初の rumレポートを収集する必要があります。rumレポートを
収集する前に、ライセンスデータの変換が空白でないことを確認してください。

（注）

10. スマートアカウント/バーチャルアカウントは、デフォルトでポリシーを使用したスマー
トライセンシングに移行されますか。それともリクエストが必要ですか。

2020年 11月以降、スマートアカウント/バーチャルアカウントでは、ポリシーを使用し
たスマートライセンシング機能が有効になります。スマートアカウントの移行は不要で

す。

11. スマートアカウント内のすべてのバーチャルアカウントで、Smart LicensingUsing Policy
が有効になっていますか。

はい。

12. ポリシーを使用したスマートライセンシング対応SA/VAは、ポリシーを使用したスマー
トライセンシング以外のイメージを処理できますか。

はい

13. ポリシーを使用したスマートライセンシング以外の場合は、ポリシーを使用したスマー

トライセンシング SA/VAに接続できますか？

はい。

14. 既存のソフトウェアサブスクリプション階層に変更はありますか。

いいえ。ソフトウェアサブスクリプションの階層は変わりません。

15. リリース10.2（1）Fは、ポリシーを使用したスマートライセンシングのみをサポートし
ますか？

リリース 10.2(1)F以降のデバイスでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングの
みがサポートされます。このリリースでは、従来のライセンシングとスマートライセン

シングはサポートされていません。

16. ポリシーを使用したスマートライセンシングに移行した後、最初のレポートを送信する

まで最大どれくらいの時間がかけられますか。

90日以内にレポートが必要です。

17. 誰がポリシーを決定しますか。また、1台のデバイスにいくつのポリシーを適用できま
すか。

CSSMは、製品に適用されるポリシーを決定します。特定の時点で使用されているポリ
シーは 1つだけです。

18. ポリシーはハード要件ですか。

ポリシーはシスコからの要件です。これはデバイスのソフト要件であり、機能制限では

ありません。
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19. Cisco Smart Licensing Utility（CSLU）とは何ですか。

Cisco Smart LicensingUtility（CSLU）は、シスコ製品からのソフトウェア使用状況レポー
トの受信または収集を自動化し、ソフトウェア使用状況を Cisco Smart Software Manager
（CSSM）のスマートアカウントにレポートするために使用されるWindowsアプリケー
ションです。

20. CSLUをインストールするための最小Windowsシステム要件は何ですか。

推奨最小コンポーネント

200 GB100 GBハードディスク

8 GB8 GBRAM

x86クワッドコアx86デュアルコアCPU

11イーサネット NIC

21. CSLUの主な機能は何ですか。

•製品インスタンスからプッシュモードまたはプルモードでライセンス使用状況レポー
トを収集します。

•課金情報および分析のために使用状況レポートを CSSMに保存および転送します。

• CSSMからポリシーと承認コードを取得します。

•スタンドアロンのマイクロサービスとして展開できます。

• Windowsホスト（最大 10,000製品インスタンス（PI））

•ソフトウェアコンポーネントとしてコントローラベースの製品と統合することもで
きます。

•マイクロサービスの展開方法に関係なく、ライセンスデータのオンラインまたはオ
フライン接続モデルを提供できます。

22. CSLUのレポート形式は何ですか？

CSLUレポート形式は、ISO 19770-4標準 RUMレポート形式に基づいています。JSON
形式で提供され、信頼モデルごとに署名されます。

23. ソフトウェア使用レポートを収集するためのさまざまなツールにはどのようなものがあ

りますか。

お客様は、NX -OSで利用可能なさまざまな APIのセットを使用できオン

24. シスコはどのようなデータを取得しますか。

ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートする各シスコ製品のソフトウェ

ア調整に必要なデータフィールドを以下に示します。
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ハードウェア製品シリアル番号UDI

ソフトウェア固有 IDシリアル番号SN

ソフトウェア製品パッケージおよび権限付

与タグ

ソフトウェアパッケージと登録 ID

ライセンス権限ごとのソフトウェア使用カ

ウント

カウント

ソフトウェア利用資格ごとの変更と使用タイムスタンプ

以下は、ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートする各シスコ製品のソ

フトウェア調整用オプションのデータフィールドです。

例：エンティティ（SAにマップ）SA-VAレベル 1

例：GEO（SAにマップ）SA-VAレベル 2

例：部門（SAにマップ）SA-VAレベル 3

例：建物（SAにマップ）SA-VAレベル 4

例：部屋（SAにマップ）SA-VAレベル 5

データがシスコに戻らないフリーフォーム

データがシスコに戻らないフリーフォーム

（SA =スマートアカウント、VA =バーチャルアカウント）

25. ポリシーを使用したスマートライセンシングはどのようにデバイス交換（RMA）と連携
しますか。

これは、CiscoTACを通じて実現できます。

26. ライセンスの機能施行タイプにはどんなものがありますか。

機能制限タイプは、ライセンスを使用する前に認証が必要かどうかを示します。ライセ

ンス施行には次の 3つのタイプがあります。

•非強制ライセンスは、非強制ライセンスは、外部との接続がないネットワークで、
または接続されたネットワークで使用する前の承認を必要としません。このような

ライセンスの使用条件は、シスコエンドユーザライセンス契約（EULA）に従いま
す。

•強制：この強制タイプに属するライセンスは、使用前に認証が必要です。必要な承
認は承認コードの形式であり、対応する製品インスタンスにインストールする必要

があります。
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リリース 10.2（1）Fでは、強制されていないライセンスのみがサポートされています。（注）

27. ライセンスと一緒にハードウェアを注文した場合、割り当て後、特定のスマートアカウ

ントにスマートライセンスが反映されるまでにどのくらいの時間がかかりますか？

スマートライセンスは、約 24～ 96時間で CSSMに反映されます。

28. お客様が、スマートライセンシングから輸出管理対象外ソフトウェアからSLPにアップ
グレードするとどうなりますか？

お客様がスマートライセンシングからのレガシーライセンスかSLPにアップグレードす
る場合、運用上の変更はありません。すべてのキーはアップグレード中も保持されます。

29. ASCIIリロード後に SLPレポートが自動的に同期しない場合、同期を手動でトリガーす
る必要がありますか？

いいえ、これは稀なシナリオです。SLPトランスポートモードが SMARTで、信頼が確
立され、レポートが同期され、ACKが受信された場合、copy r sと reloadコマンドが発
行された場合、ボックスが起動すると、レポートが自動的に同期され、期待どおりに

ACKが受信されます。ただし、ascii reloadコマンドが発行され、ボックスが表示された
ときにレポートが自動的に同期されない場合は、 license smart sync all コマンドを実行
してプロセスを開始します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


